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【全国公共図書館協議会研究集会講演記録】  
テーマ 図書館長のための自分ブランディング講座  
    －内外に味方を増やすキャラクターの作り方― 

講 師 帝京大学総合教育センター 准教授 仁上 幸治 

 
平成25年6月28日（金）に開催された全国公共図書館協議会研究集会の講演記録を別冊と

してまとめました。 

今回は、公立図書館長、公立図書館のブランディングについて、事前アンケートの集計

結果や具体的な事例などを多数まじえて、ブランディングのポイントや、実務に応用でき

るノウハウとしてのブランディングの基本的な考え方等について御講演いただきました。 

なお、この講演記録は実際の講演内容を再構成したものです。配付資料、スライドショ

ー資料とあわせてお読みください。講師の他の講演や著作については以下のホームページ

をご覧ください。https://sites.google.com/site/nikamik23/ 

 

 
 はじめに 

１．クサガメ 

 仁上です。よろしくお願いいたします。最初に

自己紹介をさせていただきます。よく見てくださ

いね。僕がうちに帰ってきて、玄関で「ただいま」

と言うと、お迎えに走ってくる亀です（歓声）。1

2年前に新宿の路上に、周りに草も池もないところ

に、裏返しで落ちていました。飼ったことなかっ

たのですけど、恐る恐るつかんで拾って帰りまし

た。それからうちで放し飼いになっています。 

 もう大変です。遊んでくれってまとわりついて

（歓声）。こんな感じです。亀の動画をお見せしま

した。スライドショーに戻りましょう。 

 冒頭にお見せしたのがこれです。名前はワカメ

です（笑）。向こう側がベランダで、窓の手前に水

槽が置いてあって、ふだんはここがホームポジシ

ョンです。水槽の中に出たり入ったりすると、周

りの絨毯がビショビショになってしまいます。そ

こでバスタオルのスロープを作ってあって、自分

で水切りをして出てくる仕掛けです（笑）。こんな

感じで、じーっとひなたぼっこしているんですよ。

なんせ敵がいないもんで、リラックスモード。も

う手も足も空を向いちゃっていますね。大事にさ

れているのがおわかりだと思います。 

 どういう種類かと亀に聞かれたので、動物の図

鑑を出してきまして開いて見せたらほんとに本人

そのまま、日本古来種のクサガメ。亀を飼ったこ

とがある方はおわかりかと思いますけど、飼って

みると、人を見分けますし、馴れますし遊びます

から、ほとんど犬や猫みたいな哺乳類に近いです

よね。今日の会場の下の公園のところにも池があ

って、来る途中に見てきましたけれども、亀がた

くさんいますね。ひなたぼっこしてごろごろして

いるイメージですよね。ところがうちの中で放し
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飼いにすると、随分違う。鈍足じゃない。おわか

りいただけましたね。素早いですよね。グターと

寝てばかりかと思ったら大間違いでした。結構、

固定観念にとらわれて見てしまいがちですけども、

実際飼ってみると、かなり違います。なにごとも

固定観念を捨て去って見なおしてみましょうとい

う教訓ですね。 

 自己紹介がてら、とりあえずまず、うちに亀が

いるということをご説明しました。もちろん亀を

お見せしたのは単なる自己紹介ではなくて、話を

するときの、プロローグ、つかみとして使えるだ

ろうということです。動画の現物再現力の威力、

ごらんいただきましたよね。今の動画と静止画を

言葉だけで説明するとなかなかあの迫力は出ない

と思います。画像の細部の説明力、甲羅の年輪ま

でちゃんと見えるようになっています。話のつか

み。自己紹介のイントロとして大変重宝しており

ます。 

2．『情報の達人』 

 みなさん、『情報の達人』をご存じでしょうか。

ＤＶＤ全３巻。私と青山学院の野末先生とで一緒

に監修しております。版元は紀伊國屋書店です。

以前はVHS版の『図書館の達人』というシリーズだ

ったんです。大変好評で、名前も『情報の達人』

に進化しています。これは第１巻ですけど、第１

巻は「図書館へ行こう！ インターネット時代の

情報活用入門」。実写、ＣＧ、アニメーションなど

動画をいろいろ使って、今どきの若い人が飽きな

いように工夫されています。第０講の総論が15分

ぐらいで全体の概要を説明しています。１講から1

0講までがそれぞれ７分間の動画でできています。

ですから簡単に概略を説明するときに、非常に使

い勝手のよいように作ってあります。全部で授業1

1回分。第１巻を１年生の最初の頃に見せるのがち

ょうどいいだろうと。対象者は高校生以上、社会

人にもという設定です。 

 第２巻は「ゼミ発表をしよう！：テーマ選びか

らプレゼンテーションまで」というテーマです。

プレゼンテーションですね。今、大学生には人前

で話せるようになってもらわないと困るだろうと

いうことでこういう巻を作りました。ですから下

調べから始まって、最後に人前で話すというとこ

ろまで解説されています。 

 第３巻が「レポート・論文を書こう！ 誰にで

も書ける10のステップ」。最初の下調べから最後に

出典を表示して仕上げるところまです。大学生が

多分いろいろな公共図書館でご迷惑をかけている

のではないかと思いますけども、大学のほうでも

こういうものを使って、基礎教養の充実に一応努

力はしているということをおわかりいただけると

思います。そのための教材を作りました。 

 中身は映像だけではなくてスライドショーや配

付用に概略を書いたプリントの原稿も入っていま

す。授業や講習会などで便利に使える総合パッケ

ージ教材になっています。 

3．課外授業 

 これはもちろん授業で使っているんですけれ

ども、授業だけではもったいないというので、図

書館が主催している「レポート・論文作成「超」

実用講座」という課外講座でも使うようになって

います。この講師を担当して、今、３年になりま

すけども、こんな感じのポスターが学内のあちこ

ちに張られます。本来だったら基礎教養科目のカ

リキュラムの中で全学生に教えていくべき内容な

んですけども、教えてもらったことがない学生あ

るいは習ったのに忘れてしまった学生に向けて、

たった４回連続講座を受けるだけで、レポートが

書けるようになるという、まあなんとも便利な講

座が用意されています。結構人気です（笑）。 

 例えば去年の例ですと、題名もかなり苦労して

つけています。第１回、「即効入門編：ただの感想

文じゃダメだったのか！？の巻」と。もうこれだ

けでも十分なんですけども、学生は高校までの感

想文というものと、大学で書くレポートというも

のの区別があまりつかないんですね。とにかく思

いつきを指定の枚数書いて出せばいいだろうと思

っている（笑）。そうじゃないということを最初に

伝えます。 

 第２回は、「執筆準備編：いきなり書き始めちゃ

ダメだったのか！？の巻」です。書く前に準備と
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いうものがあるんだよということを教えます。み

んな衝撃を受けますよね。学生はキョトンとした

顔をします。書く前に何かやらなきゃいけないこ

とがあったのかと（笑）。 

 第３回、「読解・下ごしらえ編：イイとこ取りの

丸写しじゃダメだったのか！？の巻」。大体学生は

今、インターネットから適当に検索して、目につ

いたものを上手に拾ってきて、バレないようにコ

ピペをして枚数をかせいでレポートを書きます。

これはもう非常に蔓延していまして、どこの大学

でも悩みの種です。禁止したって無理です（笑）。

じゃあどうやってやったらいいのかということを

ちゃんと一度教えてあげないといけないわけです

よ。どうもそこが抜けているんじゃないかという

ことで、書き出す前にまず資料を集めてきましょ

う。そして読解をしましょう。読み込みながらノ

ートをとって、引用できるところをはっきりさせ

ましょう。そのあとで得意の切り貼りをしなさい

と（笑）。こういうふうに言ってます。 

 最終回、４回目でやっと執筆なんですね。「執

筆・仕上げ編：イッキ書き速効提出じゃダメだっ

たのか！？」というのは、学生は大体、前の晩に

一気に書いて、そのまま見直しもしないで出しち

ゃうんですね（笑）。それじゃだめだよということ

をここで伝えます。引用文献はちゃんとカッコで

括って注を付けて末尾に出典を書く。指定の書式

を守る。提出する前に誤字・脱字がないか校正す

る。そういうことを教えます。 

 実は、この講座でも最初に亀が登場するんです

ね。なぜかというと、「ウサギとカメ」のイソップ

童話の話をイントロにすることにしています。亀

のように鈍足だけど着実な歩みをすれば最後に勝

つという話ですよね。しかし、ほとんどの学生は

ステップがあるということ自体を知らないわけで

す。ステップが10あると言うと「面倒くさいよ」

って言われてしまうんですね。そこでこの動画が

生きます。10のステップを着実に、しかし要領よ

く進めていけば結局は時間の短縮になるんだとい

うことを伝えます。「俊足の亀なら無敵だ！」と

（笑）。要領よく作業するコツを教えてもらってや

っと学生は「それなら手順どおりやってみようか」

という気になってくれます。感想を聞くと、「足の

早いカメを目指す」「俊足のカメになれる」「俊足

ガメになったつもりで！」など、なかなか殊勝な

こと書いていますね。確かにメッセージは伝わっ

たなということがアンケートでわかります。要領

よくやれば時間も浮くし、けっきょくはとてもお

得だということを伝えようという内容です。 

 ということで、亀がいろいろあっちこっちで使

えるということをお伝えしました。「ツカミはブ

ランディングの始まり」だということですね。 

4．今日の内容 

 では本題に入ります。今日は「図書館長のため

の自分ブランディング講座：内外に味方を増やす

キャラクターの作り方」というお題をいただきま

した。タイトルのとおり現場密着型の実用的な内

容にしたいと思っていますので、よろしくお願い

いたします。 

 今日の内容を最初にご紹介しておきましょう。

第１部「ブランディングのポイント」で研究と実

践のこれまでの流れをご説明します。図書館界の

ブランディングはどうなっているのかということ

ですね。 

 第２部では、何のためのブランディングか。古

くさい図書館のイメージをどこかでひっくり返し

たいという気持ちがもともとの動機です。その事

例を幾つかご紹介したいと思います。 

 第３部。今日の本題ですけども、「館長のキャラ

を立てる」というテーマで、どれだけアピールで

きるキャラクターを自分で作り出して、それを活

用していけるのかというお話です。 

 第４部では、まとめと討論の時間を用意してい

ます。なるべく時間を残してみなさんと討論をで

きればと期待して参りました。 

 配付資料とスライドとで一部ちょっと語句が違

うことがあります。昨日の夜にみなさんのアンケ

ートを集計させていただきましたので、それを見

ながら多少内容を変えてきました。予めご了承く

ださい。 
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5．図書館員のお悩み 

 では最初に、図書館員のお悩みというのを整理

しておきたいと思います。図書館員研修の講師は

これまで生涯合計140本ぐらいになります。いろん

なところでいろんな関係者のお悩みを聞いてきま

した。今回のテーマに関係のあるところをまとめ

てみますと、大体こんな感じです。図書館ではい

ろいろサービスを工夫してがんばっているのに利

用者の認知度が上がっていない。努力している割

には利用者が増えていかない。これでは上の役所

に言いわけが立たない、ということですね。 

 組織の中で見ますと、図書館が役所の中で重視

されていないのではないかという声をよく聞きま

す。突出するのはいかがなものか。横並びの意識

が働くんですね。また、上司が保守的なのでいく

ら研修成果を活かして自分が頑張って提案しても

取り上げていただけない。新しいことを提案して

も自分の同僚が拒絶反応を起こしてなかなか受け

入れてもらえないので改善が進まない。最近は外

部委託や異動による人材育成が非常に困難になっ

ているために、研修コストも上昇するというよう

な悩みが聞かれます。 

 たくさんの難題、お悩みをいただいているんで

すけども、さてどう突破したらいいのでしょうか。

さまざまな問題が結局はここにたどりつくんです

ね。図書館学の難しい教科書を開いても、自分の

ところのリアルな悩みをその場で解決するような

ノウハウはそうそう書いていないですね。今日は

そのヒントを１つ提供できればと思っています。 

 

第１部 ブランディングのポイント 

 では、第１部、ブランディングのポイントから

入ります。研究の経過と基本的な考え方を整理し

ておきましょう。 

 

【1】図書館ブランディング研究の経過 

1．図書館グッズの効用 

 ブランディングと聞いてみなさんは、どんなも

のを思い浮かべるでしょうか。私たちのこのブラ

ンディングの研究は、実は図書館グッズの研究か

らスタートしています。グッズと言えば何よりま

ずアメリカ図書館協会（ＡＬＡ）ですね。作って

いるしおりの幾つかをご紹介しましょう。超有名

なハリウッドのスター、キャラクター、プロスポ

ーツ界のスーパースター。それから実業界の有名

人。いろいろな人が出てきます。これははるか上

空で読書するスーパーマン。 

 しおりという紙の媒体だけではありません。マ

グカップ。これでコーヒーを飲めばだんだん本を

読みたくなってくる（笑）。おまじないがかかりま

すよね。Ｔシャツ、帽子。アメリカはこういうグ

ッズを実に熱心に作ります。バッグ。図書館で本

を借りたら重たいな。あ、バッグ売ってた。思わ

ず買ってしまう。いい流れですね。 

 どうです。こういうのを見るとやっぱり日米格

差を感じるわけですよ。これだけの質の高い実用

品で、利用者に配ったり売ったりしているという

のがすごいですね。 

 とにかく図書館の好印象を作るグッズの威力が

強烈です。日本でもこれぐらいのレベルのものを

もっと作れないのかなあとずっと感じていたわけ

です。もちろんアメリカの図書館界はすごいです

が、図書館の世界の中だけで参考になるグッズを

探さなきゃいけないということもないわけですね。

図書館回の外の、もっといろいろな世界にいいも

のは転がっているので、そういうところから、図

書館で使えるネタを持ってこようということを考

えました。 

 グッズについての講演としては、まず2007年の

図書館総合展の埼玉福祉会主催フォーラムで取り

上げました。「図書館グッズが利用者と館員を変

える！―イメージ戦略の先進事例―」というテー

マで、今のアメリカの例などを紹介しました。大

事なポイントは、利用者のイメージを変えるだけ

じゃないんですね。グッズを作ると館員が元気に

なっていくんですよ。不思議なことに、どんなグ

ッズ作ろうとかいうふうに考えているだけで何か

楽しくなってきちゃう。館員にやる気が出てくる。 

 次に2009年に北海道の旭川に乗り込みました。

「“グッズ”活用による新発想広報のすすめ」とい
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うテーマで図書館グッズの展示と講演会が行われ

ました。旭川医科大学と旭川市立図書館の共催で

す。ここに東京から研究会メンバーみんなで行き

ました。70人ぐらい北海道の方が集まるという大

イベントになりました。これが写真ですね。仁上

による基調講演。展示会では全国から送ってもら

ったグッズを並べてありますので、これをみんな

手にとって見て写メ撮って、数のあるものはもら

って帰れる。斬新な傘までありますよ。 

 講演会の模様です。大変活発に質疑応答が行わ

れました。当日の展示物をアップにしてみました。

しおりとかブックカバーは作っているところが割

と多いですね。絵心のある館員がちょちょっと描

いてカラーコピーするだけでできますから、そん

なにお金もかからない。ブックカバー、これなん

かは１色刷りですけれども、すぐ作れますよね。

イラストやちょっとしたワンポイントメッセージ

を入れておくだけでいい。お金のあるところはト

ートバッグなんかも作れますね。 

 この研究の主体になっている図書館サービス計

画研究所は通称トサケンというんですけれども、

私が講演のたびに賛同してくれる方を募って、メ

ーリングリストで一緒に図書館をよくするための

情報を共有しませんかと呼びかけましたところ、

今現在、メーリングリスト会員が600名全国にいま

す。大学、学校、公共、専門の図書館職員、教員、

その他、図書館に関心のあるいろいろな人が全国

に散らばっていますので、わからないことを質問

したり、事例が欲しいというふうに呼びかけたり

すると、ワーッと情報が集まってきます。たちま

ちいろんな調査ができます。それから現地でセミ

ナーをやりたいと言えば、そこに近隣の方がみん

な来てくれるので大盛況ということになります。

こういう団体を作ってみました。「勝手にセミナ

ー」と呼んでいるんですが、それぞれみんな自分

たちで、やりたいことやろうよというような、か

なりユルい団体です。 

 このメーリングリストを使ってさまざまなフォ

ーラムを主催することができるようになりました。

これは2009年の図書館総合展。「図書館グッズが

利用者と館員を元気にする！－実例発表・討論・

物々交換会－」。館員を元気にする方法としてグッ

ズを使えますよというのをやってみました。横浜

に乗り込みましたので、会場も広くて、旭川で集

めたいろんなグッズを並べて投票までしてもらう

というふうな形で大いに盛り上がりました。 

 

2．図書館グッズの研究 

 盛り上がったグッズ研究の勢いで、ちゃんと研

究してみようよという流れになり、この指とまれ

方式でメーリングリストで呼びかけたら10人近く

集まったので、じゃあ研究会をやりましょうとい

うことでスタート。東京都図書館協会の研究助成

金いただいて研究を進めて2年目、2010年にきちん

とした報告書も出ています。「ライブラリー・グッ

ズの調査・研究と企画・開発」という冊子です。

ホームページ上にアップしてあります。グッズが

全国的にどうなっているのか知りたい方は、ぜひ

これをダウンロードして読んでください。 

 

3．ブランディング研究 

 こうやってグッズ研究してきたら、これはグッ

ズのことだけやっているんじゃ足りないな、これ

からは視点をブランディングというところに置い

てみようというふうに進化してきました。これが

今日の話の出発点です。 

山中湖でセミナーを開きました。「図書館ブラ

ンディングフェスタ2010」というのを夏に開きま

した。そこでブランディングに関する重要な教訓

が得られました。とにかくまずグッズを作ってみ

ようよということなんですね。本格的なもの作ろ

うとか考えていると何年もかかったり、お金が取

れなかったりして、できなくなってしまいます

（笑）。だから、できる範囲で、とにかくまず何か

ひとつ作ってみましょうという結論です。 

 そこで2010年秋の図書館総合展用にこんなポス

ターを作りました。「今日から使える図書館ブラ

ンディングセミナー－図書館魅力再発見計画－」。

山中湖合宿の参加者の中にデザインの勉強をして

いてセンスがある方がいて、もちろん即人材スカ
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ウト（笑）。描いてもらったポスターがこれです。

当日の模様。150人、会場満員ですよ。こんなに関

心が高いんだなということがわかります。 

 

4．コンセプトづくり 

 翌年2011年の図書館総合展では、亀をキャラク

ターに採用して、ポスターに登場させてみました。

「今日から使える図書館ブランディングセミナー

(2)－コンセプトメイクからデザイニングまで－」

というテーマです。このときの内容をちょっとご

説明しましょう。 

 基調講演は仁上、イギリスのデザインワークの

例、それからデザインのためのブックトーク、そ

して、実際どうやって作るかと。広告制作ディレ

クターもお呼びして、作り方のワークショップを

しました。大事なことがわかってきたんですね。

ブランディングというのはただものを作ればいい

んじゃなくて、アイデンティティー、図書館はど

ういうところなのか、何を訴えたいのか、そのコ

ンセプトが重要です。デザインエレメントとして、

どんな要素を用意するのか、マーク、シンボル、

ロゴはどんなものを作ればいいのかと。こんなこ

とをやらなければいけないということがわかって

きました。 

 この理屈は、言葉だけではわかりにくいですよ

ね。実は夏の山中湖合宿で講師３名がトサケンを

例にして煮詰めたものです。図案化したうちのワ

カメ。こんなキャラを１個作ると、例えばこんな

ステッカーとかハンコとかいろいろ作れますよね。

Ｔシャツなんかもぜひ作って配りたいですね。こ

んなふうにグッズの多品目展開ができます。 

 グッズを作ったら実際使ってみましょうという

ことです。作っておしまいでは余りにももったい

ない。ブランディングは基本的な考え方を知って、

先進事例を見て、蔵書を活用して少し勉強して、

とにかくまず作ってみて、そして使ってみること

が大切です。 

 このプロセスで一番大事なことはコンセプトを

はっきりさせるということなんです。この点、参

考になるのが2012年２月に広島大学で開催された

国立大学図書館協会中国・四国地区協会のワーク

ショップ「できる大学図書館広報術」です。何が

すごいというと、中国博報堂の執行役員の方に講

師をお願いしているんですね。つまり広告業界の

方に先端の広告の話をしてもらいながら、地元の

広告業界との人脈も作っていけるという、すばら

しい企画だと思います。そのあとに仁上講演。最

後のワークショップではファシリテーターは広島

大学の先生でした。当日は丸一日かけて理論から

実践、ワークショップ形式、最後に発表、相互評

価と討論、交流会。楽しくて実り多いすばらしい

研修になりました。 

 

5．広告業界に学ぶ 

結論です。広告業界に学びましょうということ

ですね。図書館界のちょっと進んだ例を参考にす

るというんではもう足りないんです。大事なのは

研修です。 

今日は館長のお集まりだということですが、館

員の方も含めて、研修の条件がいくつかあると思

います。誰でもすぐ簡単にできることが必要です。

すぐに役立つ実用本位の研修があったほうがいい

はずです。講演会だけよりもワークショップ形式

のほうが効果がありますよということがだんだん

見えてきました。 

 次にやってみたい研修はどんなテーマなのか。

様々な講演の機会にみなさんから聞いてみるとこ

ういう感じなんですよ。キャッチコピー講座、広

告レイアウト講座、パブリシティー講座、ブラン

ディング講座、デザイニング強化合宿、プレゼン

テーション講座、スライドショー作成講座、アド

ボカシー講座。こんなふうに実務直結型で、すぐ

役立つようなものやったらいいんではないかなと

いうことです。これ、連続講座やったら、多分満

員になりますよね。 

 

6．自分ブランディング 

 最初は館のブランディングを考えていたんです。

図書館のブランディング。次に進化して、館員が

自分をブランディングしてみよう。名物館員みた
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いに売り出していったらどうですか、自分のキャ

ラクターをもっと出しましょうよ、ということに

なりました。そこで2012年の図書館総合展では、

「自分ブランディング検定－専門職崩壊の時代に

あなたの専門職イメージは何点？－」というテー

マでセミナーを開催しました。検定ということな

ので、図書館員として、自分が専門職のイメージ

が何点なのか各自で点数をその場でつけていただ

いて点数別にいろいろコメントをするという、ち

ょっと強引で失礼な企画をやってみました（笑）。

結果は大変好評でした。これがセミナーのポスタ

ー。もうすっかり亀が定着していますね。どうで

す。ブランディングのイメージが伝わったでしょ

うか？ 

ここで図書館員のイメージについて少し説明し

ます。図書館ブランディングの一番大事な要素と

して実は図書館員のイメージというのがあります。

学生、図書館学を学び始めの学生に聞くとわかる

んですけど、なぜ図書館で働きたいのかと聞くと

「本が好き」って答えるんですね。「本が好き」な

のはいいんですよ。しかし、裏を返すと「人が苦

手」（笑）。これでは困るわけですよ。みなさんの

図書館の館員のイメージ、どうですか。図書館に

勤めていますと人に言うと、「本読めていいよね」

とか言われますよね（笑）。どうやら「暗い」「消

極的」「ヒマ」というイメージが定着しているらし

い。「ユルい授業」で「安易な資格」が取れる（笑）。

こういうふうにイメージされてるんじゃないでし

ょうか。これではイメージアップどころかイメー

ジダウンです。困ったことですよね。 

 

7．自分ブランディング検定 

 そんな社会的なイメージがある中で、図書館員

イメージを転換するために必要なことは何か、と

考えを進めましょう。学生に「じゃあどうやって

マイナスイメージを変えていったらいいのか」と

聞いてみると、「しっかり勉強する」とか「きちん

と挨拶する」とか姿勢や気持ちのレベルの話にな

りがちです。これでは全然アテにならない（笑）。 

具体的な知識・技能のレベルの話に踏み込むに

は、この自分ブランディング検定の項目が役に立

ちます。 

 総合展での自分ブランディング検定では第１回

目ということで、「情報の達人＝指導の達人」とい

うイメージで何点取れるかという検定を試してみ

ました。目録ができるとか、分類が得意とかいう

んじゃなくて、利用者に見えるところで、利用者

教育や指導サービスで必要な知識・技能にしぼっ

て設問を考えてみました。得点が低くて落ち込み

ながらも前向きに研鑽していこうという人が多く

て結構面白い結果が出ました。 

 そこで私たちの結論はこうです。図書館員のマ

イナスイメージを端から裏返してポジティブなイ

メージの職種に転換するには、例えばプランナー、

コーディネーター、プロデューサー、インストラ

クタ―、クリエーター、こんなイメージになるの

ではないか。今までの図書館学では出てこない話

ですよね。結構、横文字だらけで恐縮ですけど、

なんだか格好いい、先端、流行の職業みたいに売

り出せないかなというふうに考えたわけです。こ

れらを図書館員という職業のイメージとして、も

っと押し出そうというのが自分ブランディングの

ポイントです。 

 結論。このブランディングは使える。帰ったら

速攻で実践。１年後に総括・発表、みんなでまた

発表大会をやりましょう、みたいに総合展は終わ

りました。こんな感じで今、総合展、ここ数年流

れてきています。今年ももう少し大規模にやろう

かと企画中です。 

 

【2】図書館ブランディングの基本的な考え方 

 ブランドについての考え方については実は、詳

しくやる必要もないかと思うんですね。みなさん、

もうご存じなんですからね。これとかこれ、どの

ブランドも、みんな名前を言えば、あ、こんな会

社ね、こんな商品ねって、もう一目でわかります

よね。それぐらい今の世の中、ブランドは浸透し

ているわけです。誰もがすでに知っているという

前提で、今日は簡単に図書館のブランド作りに必

要なことを整理してみます。 
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1．パブリックリレーションズ 

パブリックリレーションズの観点が必要です。

事業仕分け、はやりました。こういう圧力に対し

て図書館側はどういうふうに対抗すればいいのか

っていうことなんですよ。図書館の存亡にかかわ

る大問題じゃないですか。みなさん、どういうふ

うにお考えでしょうか。よし、しっかり勉強しな

いと、とか、そんなんで追いつくんでしょうか。

昔はこれをＣＩ、つまりコーポレート・アイデン

ティティーと言っていたんですよ。こんな本も出

ています。日本のＣＩの草分け、中西元男さんの

本、『コーポレート・アイデンティティ戦略―デザ

インが企業経営を変える』（誠文堂新光社, 2010）。

これを見るともう、歴史も実例も一目瞭然です。

すぐマネしたくなりますよ。 

 

2．マーケティング 

 最近はどこの町に行っても駅前には同じお店が

ありますよね。地域おこしと絡んでいるＣＩの事

例として、タオル。チェーン店ならコンビニ、衣

料品。大学も今、ＣＩの時代ですよね。これらの

全てに関係しているのはマーケティングという視

点です。ただ、マーケティングをちゃんと勉強し

ようと思うとけっこう大変ですよ。古典としてコ

トラーとケラーの本があります（『コトラー&ケラ

ーのマーケティング・マネジメント基本編』第3

版、ピアソン・エデュケーション、2008）。これ、

400ページ以上あるので読むのも大変ですよね。 

 もう一つ、ブランディングの本というのも、勉

強しようと思ってこれも探しました。そしたらケ

ラーの本がありました（ケビン・レーン・ケラー

『戦略的ブランド・マネジメント』第３版, 東急

エージェンシー, 2010）。こっちは何と800ページ

ですよ（笑）。これをみなさんで勉強会やり始める

と、数年かかるかも。そこで、大事なところ、使

えるところだけを私が抽出して、いろいろなとこ

ろの講演でお伝えしています。今日は、時間の関

係で詳しいことは省略させていただきます。 

 

 

3．コンセプトメイク 

 ここまでのお話が実は理論的には前置きです。

ここから実務レベルの作業ステップに入ります。

ご自分の図書館はどんな図書館ですか。ワークシ

ョップ形式であれば、ここで、じゃあ３行で書い

てみてくださいという話になります。うちの図書

館はこんな図書館ですとポジティブに述べること

ができるでしょうか。いろいろなところで試して

みるんですが、こんなふうな答えが多いです。「い

や、うちは規模が小さくて」「蔵書が貧弱で」「ス

タッフが少ないんです」「専門性が不安です」

（笑）。ついついこんなふうに言っていませんか。 

 こういう考え方を「実態リアリズム」と呼んで

います。ありのままに伝えるのが正直でいいこと

なんだという感覚です。しかし考えてみてくださ

いね。そんな真っ正直なお店が実際にあるでしょ

うか。ありませんよね（笑）。情けない感じが伝わ

ってしまうだけです。例えばみなさん、お気に入

りのカフェとか思い浮かべてください。パン屋さ

ん、コンビニ、どうです。駅前の本屋さん。大き

くはないですよね。でも何かお気に入りなわけで

す。ということは、小さいからマイナスなんじゃ

ないんですね。何か引きつけるものがあるからそ

こに行くんじゃないですか。それを言葉にしてみ

ればいいはずです。 

 

4．アピール 

 もうちょっと具体的な話にしましょうか。例え

ば、表現するときの仕方なんですよ。「プラス面切

り取り主義」と私たちは呼んでいるんです。「規模

が小さい」ってもう言わないほうがいいですね。

こういうふうに言ったらどうですか。「小回りの

きくきびきびしたサービス」（笑）。「蔵書が貧弱」

と言いません。「精選された蔵書構成」（爆笑）。

「スタッフが少ない」と言いません。「家族的な雰

囲気、ボランティア歓迎」（笑）です。「専門性が

不安」とは言いません。「ともに学んで成長してい

く前向きな図書館員」（苦笑）。こういうふうに言

いかえていくと、先ほどの、駅前の小さなお店の

ような、いいイメージを作れるかもしれないです
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ね。いかがですか、方向性が見えてきましたか。 

 

5．味方づくり 

 もうひとつ、図書館を取り巻く経営環境を考え

てみましょう。組織の統廃合。予算は減らされる、

人は減らされる、委託される。こうなってきて、

どんどん専門性は崩壊している状況です。追い詰

められた末に、利用者に何かアピールしなければ

と思うようになるわけです。最後の悲鳴のような

アピール。しかし残念ながら、利用者が支持して

くれるという程度ではもう追いつきません。利用

者の支持を背景にしたうえで、さらに踏み込んで

行政側の政治的判断に影響力を持つぐらいじゃな

いと政策を転換させることは難しくなっています。

利用者・支援者・後援者の結束をさらに強化する

こと、これをしないとだめです。 

 教訓をまとめてみましょう。味方づくりのため

の広報＝ＰＲ活動が絶対必要です。ただの利用者

を増やすのではなくて、強い味方を増やすことで

す。先ほどの実例のように知事や市長が上から統

廃合を言い始めると押しとどめることはなかなか

難しい。常日ごろから、より意識的に、より積極

的に味方づくりを進めておく必要があります。こ

れがマーケティングとパブリックリレーションズ

の視点から得られた教訓です。 

 

第２部 図書館イメージ革新の事例 

 では第２部に入ります。イメージ革新の事例を

ご紹介していきたいと思います。この中で、「地域

密着サービス」「固定観念に囚われないアイデア」

「事件を宣伝に活用」「ビジネス連携・スポーツ連

携」「農業連携」という区分で、いろいろな全国の

方の報告や事例の文献を集めてきました。今日は

あまり時間がないので、次の第３部の中で、必要

な限りでちょっとずつご紹介させていただきます。 

 

第３部 館長のキャラを立てる 

 第３部は「館長のキャラを立てる」というとこ

ろに入っていきます。ここから先はいろいろ異論

もあろうかと思いますので、ぜひ後の質疑応答の

ときに積極的に出してください。 

 

1.「ある館長の一日」 

学生に図書館長のイメージを尋ねると、大体が

図書館に館長がいるっていうことを考えたことが

ない。せいぜい図書館の奥のほうの部屋にこもっ

ている。応接セットがあって、何か分厚い机、書

斎におさまっている、と（笑）。ステレオタイプで

しょうかね。 

『図書館の達人；司書実務編 Pt.3』に『ある館

長の一日』というビデオがあります。図書館経営

論の授業では最初のネタとしてこのビデオを上映

して討論をしています。刊行されたのが1998年で

ちょっと古いんですけども、なかなかいいですよ。

館長の活躍ぶりがステレオタイプのイメージを大

胆に壊していきます。カウンターに出る。レファ

レンスもする。職場ミーティングをして、館員を

鼓舞して若手を育てようとする。健康にも配慮し

て「あまり働き過ぎないでね」と言ってくれる（笑）。

外に出て教育長に司書の採用についてお願いをす

る。市民の読書会などの集まりにも出ていく。そ

ういう活動しているシーンがたくさん描かれてい

ます。これ、10年たっても全然古くなっていない

と思います。 

 館長ブランディングの項目として僕らが設定し

た設問の多くを満たしています。例えば、「図書館

大好き」「館内に溶け込む」「市民に知られる」

「役所で一目置かれる」「実業界で頼られる」「コ

ミュニティ活動のリーダーになる」「全国区の話

題でふるさと自慢の種になる」などです。これぐ

らいのバリバリの館長が全国の図書館に多数いて

くれたらどんなに頼りになることでしょうね。 

 

2.事前課題アンケート 

今日はその館長の姿が実際はどうなんでしょう

か。みなさんに回答していただいたアンケートの

集計結果をご紹介しながら見ていきましょう。こ

のアンケートから貴重なデータがそろいました。

たぶん全国初の生データだと思います。事前課題

に協力していただきまして、ありがとうございま
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した。今回は所属区分として、都道府県の中央と

分館の方、それから都道府県立の中央、市町村立

分館、いくつかのカテゴリーがあります。では項

目別にちょっと見ていきたいと思いますね。 

 

・あなたのポジション 

 「あなたのポジション」という設問では、館長

が圧倒的に４分の３。その他が、自治体職員、管

理職、館員の方というふうになっています。もし

これを館長とその他で分けてみると、自己評価と

客観評価の数字を比べることができるはずですね。 

・図書館勤務経験 

 図書館勤務経験はきっぱり分かれましたね。1、

2年から５年までの短い方と、21年以上の終身図書

館長のような方。何年かで入れかわっていく方が

多いということがわかります。 

・自治体勤務経験 

自治体勤務経験については、ほとんどが21年以

上ですから、自治体の中の他部署で長く勤めた後

に図書館に異動になったということになりますね。 

 

3.館長職認知編 

 そんな館長職は図書館内外でどのくらい認知さ

れているのかを見てみましょう。今から見出しで

お出しするのは、私が考えている希望的な図書館

長の条件です。 

＊1)図書館大好き 

図書館が大好きな方が館長になっているんでし

ょうか。いただいたアンケートから１つ抜き出し

てみましょう。 

------------------------------------ 

館長職は知事部局から、二、三年おきに、主に定年

前の職員が配置される。図書館に対しての関心は薄

く期待も少ない方が多い。残念ながら図書館の利用

者であった方も少ない。当然、館員のモチベーションも

上がらない。また、図書館のサービスは過剰ではない

かという管理職も多い。 

------------------------------------ 

･･･と、これが典型的なのか、ごく一部の例外なの

か（笑）。この件は後で議論したいと思います。 

＊2)館内に溶け込む 

 館長には、館内に溶け込んでいただかないと困

りますよね。今の二、三年で入れ替ってしまう方

が多いとなったら、よっぽど早く溶け込まないと、

もう溶け込む前に異動か退職じゃないですか（笑）。 

 もう一人の方のアンケート。 

------------------------------------ 

館長職は平均２年で交代していくので、館長個人のキ

ャラクターでブランディングを進めるのは容易ではない。

ここ４年ほど県財政悪化の中、図書館図書購入費と

館員数が削減されて困っている。 

------------------------------------ 

･･･と、新しく市立図書館ができてしまうので県

立図書館の存在感が危ういということですね（笑）。 

館長は館員を鼓舞・支援する司令塔として、図

書館内で実質的に認識されているか。どうです？ 

４点、５点が圧倒的多数ですが、３点以下も若干

いらっしゃる。まさか館内では司令塔だと認識さ

れていないということでしょうか。 

＊3)市民に知られる 

次は「市民に知られる」編。館長は名前と人物

が市民の間で広く認識されているか。これはくっ

きり出ましたね。４点、５点の方は非常に少ない

ですね。３点が若干。一番多いのは１点。つまり

館長は市民にほとんど名前が知られていないとい

うことですよね（沈黙）。 

 館長は地域の歴史・記憶を資料として残し、公

開し、活用することに積極的に取り組んでいる。

これはほとんどポジティブということですね。一

部、あまりポジティブでないという方もいらっし

ゃる。 

＊4)役所で一目おかれる 

 役所で一目置かれているか。商工農など実業界

の各種団体の集まりに積極的に参加し、図書館応

援団を増やす取り組みを進めているか。これらの

項目ではあまり積極的ではないと読み取れます。

出て行っている方はほんの少し。大多数は館長室

に閉じこもっているんでしょうか。 

＊5)実業界で頼られる 

 実業界で頼られているか。学習・研究・文化関
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連の各種市民団体との連携・協力に取り組んでい

るか。これはまあまあ。しかしやっていない方も

若干、かなりという数字です。 

 

＊6)コミュニティ活動のリーダーになる 

＊7)全国区の話題でふるさと自慢 

 この２つはのちほど、事例をご紹介します。 

 

4.ＰＲ・アドボカシー編 

 市民サービスの最前線の活動的なリーダーとし

て、役所内で期待されているか。この数字、微妙

ですね。４点、５点の方はもうバッチリ期待され

ている。３点が一番多いということは、非常に微

妙だということを表わしています。期待されてい

るような、されていないような･･･。 

・少数ニーズ 

 館長はさまざまな少数ニーズを積極的にすくい

上げてサービス改善に反映させる具体的な施策を

強力に推進しているか。３点以上、かなり多い。

これはいろいろな図書館で推進されていると思い

ます。２点、１点が若干いらっしゃるのが気にな

ります。 

・アドボカシー 

首長、役所、議会など、行政・立法を動かす取

り組みを積極的に進めているか。３点。まあ、ち

ょっとはやっている。４点、５点は強く進めてい

ると読み取れますが、まあ見事な正規分布曲線に

なっている。 

 

5.ブランディング編 

 ブランディングということについて市民に印象

づけるような総合的な政策をとっているか。この

言葉を使っているかいないかは別としての設問で

す。結果はこれも微妙です。真っ二つに分かれて

いますね。 

 ご自分のキャラクターを前面に押し出していま

すか。１点が多いです。あんまりご自分を売り込

むことには積極的でないと。一部の方はもう名前、

人物をよく知られているという数字です。 

 

6.ビジュアル編 

1)キャラクター 

独自のキャラクターを作っているかというのに

対しまして、１点が多い。１点のところの中には、

自治体で作っているものを使っているので図書館

独自のものは特に要らないというケースもあると

思います。３、４、５点の作っているところも結

構ありますね。ロゴマーク、シンボルを作ってい

ますかという設問には、作っているところは小数

で大多数は作っていないという結果です。広報印

刷物に印刷して入れているかという設問には、入

れているところと入れていないところが分かれま

した。 

2)館員の名刺 

 気になるのは館員の名刺ですね。統一フォーム

で作っていますか。これは１点がかなり多いのが

気になります。よくあるのが、地方に講演に行き

まして、ご挨拶の場面でその館の方が数名お見え

になります。みんなで名刺交換すると全員が違う

デザインの名刺を出される。そういう館がたくさ

んあるんです。「なぜ統一フォームじゃないのか

な？」といつも疑問に思いながら名刺を集めてい

ます。今度コレクションを展示したいくらいです

ね。この１点の館はどうも気になります。名刺は

どうなってるんでしょうか。 

3)サイン・掲示 

サインや掲示について、明確な方針、マニュア

ルに基づいて作っていますか。これも微妙ですね。

作っているところ、作っていないところ、分かれ

てしまいます。 

4)企画・広報を統括する部署 

 決まっているところとそうでもないところにバ

ラけています。 

 

以上、いただいたアンケートの中から主だった

ものを今、ご紹介しました。館と館長の実像が少

し見えてきているかなと思います。 

 

事例紹介 

さてそれでは、館長のキャラを立てるには実際
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どうしたらいいのかという今日のテーマの核心に

入ります。先ほど「市民に知られる」編で１をつ

けた方がかなり多かったということは、自分ブラ

ンディングをもともとやろうと思わないのか、あ

るいは、取り組んでみたいけれどもやり方がわか

らないのか、どちらかでしょう。現状では決断が

つかない方もいらっしゃることでしょう。ここで、

最近話題の図書館の事例から館長キャラについて

考えてみましょう。参考事例としては、壁を打破

するにはどうすればいいのか。固定観念にとらわ

れないアイデアはどこに転がっているか、という

ことですね。 

事例1) コミュニティ活動の事例： 小布施町立図書

館 

 最近は「観光ポータル」というコンセプトが注

目されるようになってきました。コミュニティ活

動のリーダーになる例を持ってきました。最近で

すとやっぱりここでしょうね。「まちとしょテラ

ソ」の例が、図抜けて今、インパクトがあると思

います。どうでしょう。みなさんご存じの話題で

すよね。これ、小布施町の町のホームページを見

てみました。いいですね。街並み、果物、食べ物、

お花、きれいですね。くりちゃんという栗がキャ

ラクターです。やっぱり町長さんの影響力があり

ますよね。首長がこれだけ旗振ってくれなかった

らできっこないですね。館長だけの力では無理で

すね。 

 町立図書館、「まちとしょテラソ」をホームペー

ジから見てみました。建物。斬新ですね。きれい

ですね。屋根１つで柱があるだけ。配置も斜め、

白い家具、すばらしいですね。児童コーナー。夜

も映えるようになっています。 

 コンセプト。ほとんどもうつけ加えるものあり

ません。「学びの場」「子育ての場」「交流の場」

「情報発信の場」という４つの柱による交流と想

像を楽しむ、文化の拠点」。見事なまでに言い切っ

ています。こういう図書館を作れば、このぐらい

の話題になるという実例です。 

 そしてポリシーが書いてあります。「皆さまに

親しまれる集いの場になる」。待ち合わせの場でも

いいと。「まちとしょ」という意味がここに込めら

れている。「世界を照らそう」のテラソが名前にな

っているという志の高さがうかがえます。行灯の

ように照らします。未来を担う子どもたちが世界

を感じ、飛び立っていけるぐらいの場所。未知の

知との出会いの場、交流の拠点。もう図書館とい

う建物とか旧来のイメージをはるかに超えるすば

らしいコンセプトを立てていると思います。 

 活動内容を見てみましょうか。「まちじゅう図

書館」というのが行われていますね。なかなかす

ばらしい。デジタルアーカイブ「正倉」というの

を作って画像、映像を残しています。博物館のよ

うな仕事も連携で成り立っているわけですね。す

ばらしい。「文化遺産オンライン」ということで、

ギャラリーも作っています。「ちずぶらり」という

携帯アプリで町を歩いていくと今の地図、昔の地

図、さまざまな情報を見ながら町の中を歩けるよ

うになっています。「ブラタモリ」みたいな感じで

歩けます。今風のこういうハイテクも使っている。

実際の歩いている様子がYou Tubeで公開されてい

ます。「デジタルアーカイブ」「箱古本市」では市

民のみなさんが要らなくなった本を持ってきてお

互いに売って交換していくということになります

ね。 

 読み聞かせにお父さんも登場してもらっている

ところがいいですね。お母さんももちろん。若者

も登場。それから美術、芸術、アーチストとの連

携も進めています。体を動かす体操もやっていま

す。床にビニール敷いて、図画工作もやらせてい

ます。そして全国から有名な著者を呼んできて、

講演もして、トークショーもやっていると。映画

の上映会もやっている。すばらしいですね。 

 どうやってこの運営をしているのか気になりま

す。それが運営プロジェクトですね。図書館を作

るときから、町民主体のプロジェクトで計画を立

ててきたというところが強みです。その勢いで、

この運営も市民が入った状態でやっている。すば

らしい。オープニングセレモニー。たくさんの人

が詰めかけて、くす玉を割ったという写真もホー

ムページに載っています。キャラクターも作って
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いますね。全くオリジナルのテラソくん。ちょっ

とアラレちゃんぽいかも。 

 こう見ますと、やっぱり図書館長の力もはっき

りしますよね。花井裕一郎さん。今はもうおやめ

になったので前図書館長。この本をお出しになり

ました『はなぼん-わくわく演出マネジメント』

（文屋, 2013）。「Library of the Year」を一昨年

ですか、受賞しましたね。ちゃんと見ていてくれ

る人がいると励みになります。 

 さて今日の結論にだんだん近づいてきますよ。

館長はやっぱりキャラを立てないとだめだという

ことですね。あの館長ね、あんな人ね、あれやっ

てる人ねって、一目でわかる、一言でわかるよう

なキャラクターをもっと前に出しましょうよとい

うことになります。 

事例2) ふるさと自慢の事例： 武雄市図書館 

 全国区の話題でふるさと自慢になるというのも

良いブランディングの条件です。例えばどの辺で

しょうね。賛否両論のここですか。武雄市図書館。

ここも斬新です。建物、書架の配置、斬新。館長

というより市長さんのキャラクターが強烈ですね。

全国のニュースに何度流れたことかということを

思えば、話題性という意味で大成功していると言

えると思います。これ、グーグルマップ、ストリ

ートビューで、館内もバーチャルにあっちこっち

動き回れるようになっているので、行かなくても

見学できちゃう。それから、もうゲート入ってす

ぐのところにスターバックスを入れてあるという

ことで、お茶を飲みながら本が読める。 

この方式がいいのかという問題は別途あるでし

ょう。しかし、今日のブランディングの視点では

非常に効果的だと言えます。反対するなら、財政

難の中で図書館閉鎖という最悪の結論に至らない

代案を示さないといけません。 

 

第４部 まとめと討論 

第４部。まとめてみましょう。みなさんからどん

どんご意見をいただきたいと思います。この後、

質疑応答に入りましょう。 

 

【1】図書館の経営環境と図書館長の役割 

 以上の話に対して、みなさんの心の中で、今何

が起きているか、想像してみましょう。うちでは

ちょっと無理だよな、できないよなっていうふう

につぶやいておいでじゃないでしょうか。つぶや

いて終わりでは研修の意味がないですね。つぶや

いた理由を少し緩和する、あるいは解消するには

どうすればいいか、ここからが本当の問題点です。

全て今と同じ条件を前提にしていて「できない」

と言っていたんでは話が進みません。少しずつで

も取り組んでいけば、いつかは問題を解決できる

わけです。「できない」条件になっている壁自体を

壊すことを考えていくべきです。 

 

【2】奇蹟のV字回復への戦略 

 具体的な方法手段や担当者や日程まで、きっち

り決めて提案すれば、「できない」ことなんて実は

ないんですよ。はっきり言うと、ダメモトでやっ

てみるぐらいの勇気が必要なんです。当たって砕

けろでも結構。意外に道は開けるということが最

近わかってきました。その例を今お見せしましょ

う。必ず味方があらわれます。挑戦する前に自分

で無理と決めつけてはだめですよ。 

事例3) 自動車をもらいにいく 

 １つの例は、このシャンティ国際ボランティア

会という団体が震災後いろいろ活発に活動してい

ます。「いわてを走る移動図書館プロジェクト」を

ご存じでしょうか。この方とも一度、同席してお

話を伺ったんですけど、バイタリティーのあるバ

リバリの方です。当然、被災地ですから移動図書

館を動かしたいですよね。そのときにこの車をど

うやって調達したかというお話を伺ったんですよ。

どうやったと思いますか。 

 お金を集めて何とかしようって、普通考えます

よね。しかしそうはしませんでした。どうしたか

というと、日産自動車に行って、車を１台くれっ

てお願いしたんですね。買いに行ったんじゃない

んですよ。そしたら日産自動車が、どうぞって１

台くれたんですよ。お金をためて買うという発想

以外にも、お金ないんで車くださいという、この
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何という大胆さ。だめもとですよね。そしたらあ

っさりオーケーということで、日産自動車のロゴ

が入っている車が寄贈されました。全然問題ない

ですよね。大胆な正面突破作戦、いいと思います。

ですからこれをやらないで諦めちゃうことはない

という教訓です。 

 

【3】図書館と図書館員のイメージを変える 

事例4) 屋上に足湯を作る 

 それから発想としてもう一つありそうなのは、

アカデミーヒルズの例ですよね。六本木ラブラリ

ー、みなさんご存じでしょうか。公共図書館じゃ

ないですけども、お金取っちゃうということです

よね。そのかわりサービスの質高いですよ。六本

木ライブラリーが当たりました。年会費10万円で

す。なかなか個人で払えないですよね。都心に１

つ書斎を借りるような感覚ですかね。１号店が当

たったので第２号店がオープンしました。平河町

ライブラリー。この間見学に行きました。図書館

は３階にありますが、なんと屋上に足湯がある。

カウンターで「足湯お願いします」って言うと（笑）、

足湯に合いそうな本を３冊、見つくろってかごに

入れてタオルと一緒に貸してくれる（どよめき）。

何というサービスでしょうか。 

 これはひとつ、発想の転換ですか。そういう意

味で使えるかなと思います。３号店がもうすぐ出

るらしいですね。まだどこに出るのかは聞いてい

ませんが、このままいくとあちこちの森ビルにど

んどんできてくる。年会費一括払いで30万円。す

ごいエグゼクティブ。 

事例5) 動物キャラ 

 何か事件があったときに、それを宣伝に使って

ブランディングを強化しようという考え方をとっ

ているところがあります。実際やっているところ

がありました。例えばアメリカだったらこれです

よね。ある日、返却ボックスに猫が入っていたん

ですね。本にまじって猫が出てきちゃった。それ

を館長が、捨てることはできないということで、

図書館で飼うことにして、キャラクターとして、

ペットとして活用しているわけですね。人気者で

地元の人たちもかわいがってくれる。全国から猫

用の缶詰が届く。それぐらいの有名な猫ですよね。

この間亡くなってしまいましたけど、亡くなった

ときのニュースが全世界に発信される猫というの

もすごいですよね。 

 もう一つは日本の例。富山県舟橋村の図書館。

ご存じですか、カモシカとしょかん。ニュースに

流れましたね。これ、剥製じゃないですよ。ゲー

トから入ってきて、窓から外を見ているカモシカ

君ですね。ちょっと本の上に乗っかっちゃってる

ところが問題ありますけども（笑）。迷い込んだカ

モシカ。何かしばらくいて、やっぱりゲートから

出ていったそうです。これを使って、『カモシカと

しょかん』という本を作って、全国で販売をしま

した。これは村にとっても自慢の種。うちの図書

館いいぞ、カモシカとしょかん。キャラクターと

して使えるという例。 

 事例はこのぐらいでいいですかね。あとは、質

疑応答の中で出てきた範囲でいきましょうか。も

うみなさんのところで、有名な図書館は既にご存

じだと思いますので。 

 

＜質疑応答＞ 

Q1.館長だけのキャラ立てでよいか 

質問者 館長のキャラを立てるというお話なんで

すけれども、お話を伺っていて感じましたのは、

館長だけがキャラを立てていてもついてこないん

ではないかなということがありましたので、やは

り館としての性格、キャラづけをして、図書館員

のキャラづけをして、最後に館長のキャラづけな

のかなと。まあ、研究の成果もそうなのかなと思

うんですけれども、そのあたりで、館長だけがキ

ャラづけをして、ついてくるものなのかどうなの

か、そのあたりのところで実例がございましたら、

お教えいただければと思います。 

仁上 もちろん、館長だけがやればいいというこ

とではございません。まず館のレベルのコンセプ

トをはっきりしなければ、なかなか出せないです

よね。ですから、どれが順番が先という意味じゃ

ない、どれもやったほうがいいですね。館、それ
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から個々の館員、館長、やったほうがいいと思い

ますよ。で、やりながらどんどん修正していけば

いいので、何かかっちり作らないとやってはいけ

ないということはないと思います。あるいは館長

よりも、館員の中の名物館員が目立つかもしれま

せんよね。それだって構わないと思いますね。そ

れも、どんどんスターを作っていくということで

やっていけばいいかなと思いますね。ただ、館長

が余りにも地味だと、あまり館員も目立ち過ぎて

もね、館長も負けずに目立っていただきたいと。

そういう意味できょうは申し上げました。 

 

Q2.Tポイントの誤解 

質問者 先ほど武雄市図書館が出ましてですね、

１点、武雄市図書館で、世間で言われていること

にちょっと補足します。Ｔポイントが非常に話題

になっていて、世間一般では、本を借りたらポイ

ントがつくと言われているんですけど、正確に言

うと正しくありません。自動貸出し機があります。

自動返却機ですね。自動貸出し、自動返却を使っ

て、省略化に手伝った人にポイントをつけている

というのが正確なところです。実際、普通のカー

ドと、Ｔポイントが使えるカードと、２種類あり

ます。昔ながらの貸出しを使うのか、それとも自

動貸出しを使うのかをお客さんが選んでください

と。大体９割の方が、ポイントのつくほうを選ば

れるそうです。館長に聞いたところ、田舎の図書

館ですから、利用者もカウンターも知り合いとい

うことがあり得るわけですよ。そのときに、この

本を借りるということがわからないで借りること

ができるということが隠れたメリットになってい

ると。 

仁上 だからツタヤとの連携というのも、図書館

が廃止になってもいいのかという状況だったら、

いいか悪いかじゃなくて、やむにやまれぬ究極の

選択として仕方がないのかどうかという話ですね。

お金がないからできなくていいやで済ませるのか、

お金がなくても何かしなきゃいけないのか。もう

そこまで図書館界が追い詰めてられていることを

証明する事例だと思います。 

Q3.中にこもるイメージはまずい 

質問者 先生のお話を聞くのは２回目なんですけ

ども、いつも楽しいお話を聞かせていただきまし

て、ほんとに参考になります。お話の中にも出て

きましたけども、好きな言葉が「だめもと」とい

う言葉です。まあ、とりあえずやってみようと。

やってみてだめならまた違うこと考えりゃいいじ

ゃないかと。だから、頭で考えるよりもまず行動

してみるというのがやっぱりいいのかなって思う

んですね。私も実は図書館長になってまだ２年ち

ょっとなんですけども、今まで行政関係が長かっ

たものですから、どうも図書館のイメージという

のが中にこもっているというイメージが強くて、

私も異動して行ってみて、何となくそんなイメー

ジが強くて、これじゃまずいよなと思いました。

ですから図書館の中で、お客さんに積極的に話し

かけてみたり、自分が実際にカウンターに出てみ

たり、それから移動図書館の運転をしてみたり、

あるいは館内の草むしりをしてみたり、積極的に

お客さんなんかにお話しをしてみて、そんなこと

で図書館のイメージが変っていくのかななんて思

うような形で今やっております。感想やら何やら、

お話ししました。以上です。 

仁上 「だめもと」「まあいいか」「とにかくやっ

てみよう」、これが口癖のように館長がおっしゃる

というところが、館員を鼓舞するわけですよね。

何か提案すると、何だかんだでだめだろうという

必ずネガティブな返事が返ってきちゃうような図

書館の雰囲気、館長のキャラクターだと、館員も

委縮して意見は言わず提案もしなくなってどんど

ん停滞していってしまう。前年どおり今年も同じ

にやっときゃいいか、そのうち任期も終わりだ

（笑）というふうになりがちではないかという点

が問題ですよね。すごいなと思ったのは、おっし

ゃるような「とにかくやってみよう」というチャ

レンジ精神が満ち満ちていて館長以下館員まで浸

透している点だと思います。 

 

Q4.無料原則との兼ね合い 

質問者 こちらの館でもいろいろなイベント企画
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をしたり構想を考えていく中で、やはりときどき

こう壁にぶつかるなと思うのは、お金をどうする

かとか利用料金どうしようということです。何か

イベントをやるに当たって、基本的には今、私の

いる館の図書館員も、無料の原則というものがか

なり強く浸透しているというところでして、どこ

までが無料で、どうしたらお金を取るかその辺を

どう整理しようかなというので疑問というか課題

かなと思う点がございます。 

 先ほどのシャンティさんの事例でも、日産自動

車のロゴが小さく入っているというものについて、

許容するのかそれともどうするのかというのは、

一つ一つ考えて整理していかなければいけないか

なというふうに思っているところです。そのあた

りについて何かヒントになるようなお話が伺えれ

ばと思いますので、お願いいたします。 

仁上 お答えするよりも、フロアで、そういうこ

とを実際に、基準をつくったりしてやっていらっ

しゃる方がおいでだと思います。今、例で挙げた

のは図書館じゃなくボランティア団体の活動です

ね。ああいうところはもう、お金ないんで車くだ

さいって言いに行っちゃうわけですけども、公共

図書館にそれができるかというまた別の問題です。

そこはむしろ、何か壁があるなら、壁を突破する。

お金がなくてもできる方法をなんとかひねり出す

しかないということだと思います。 

  

Q5.揺らぐ中央図書館ブランド 

質問者 今、当区立の図書館では、公務員が担っ

ている中央図書館のみが直営館で、９館ある他の

全ての分館が指定管理館というような中で、指定

管理館はやはりキャラの立った館長さんもいらっ

しゃいまして、いろいろ華やかに事業をやる中、

中央図書館というのは、どうしても指定管理館の

運営の支援もありますし、また区の施設というこ

ともありまして、なかなかそういった派手な活動

ができない。中央図書館も指定管理館になるかも

しれない中で、この中央図書館ブランドというの

をどういうふうにこれから打ち立てていったらい

いのか。今、すごく考えているところです。今日

のお話もとても参考になったんですが、役所の場

合、館長を名物館長にするというのは大変難しい

かと思います。そういった場合、どんなふうに対

応していったらいいか、ぜひ教えていただければ

と思います。 

仁上 私は自宅がそちらの中央図書館のすぐ近く

なんですよ。いつもお世話になっています。あの

図書館はすごく便利で、ちょっと自転車に乗って

いけばどこかの分館に行けますし、イメージとし

てはいいです。中央だけが直営、他が指定管理と

いうパターンが今、増えてきましたよね。いずれ

中央もみたいに、もう攻め込まれる寸前状態です

ね。もしもですよ、直営じゃないほうがいいとい

う選択があり得るんだったら、別にそれをあえて

否定することもないですよね。たぶん行政から見

てもそうですよね。直営のほうがいいから直営で

残すのであって、それだけのポジティブなものを

出せなければ、むしろ指定管理のほうがよいだろ

うと言われてしまうでしょう。 

 館長のキャラ立てが難しければ、図書館のアイ

デンティティーとして何かもっと特徴のあるもの

を打ち出すとか話題性を出す方法もあります。全

国的な話題にしておいて、地元の話題に持ち込む

という迂回作戦もありますよね。いろいろなニュ

ースをいつも発信している状態、アクティブなイ

メージを出し続けていくことが大事なのであって、

館長のキャラだけが決定的なものとは限りません。

もっといろいろなパターンがあり得るので、新し

いサービス、話題性のあるイベント、あるいは役

に立つ講習会、さまざまな情報リテラシー関係の

催し物、講演会をやればいいと思うんですね。そ

のための総合的な戦略プランというのが、やっぱ

り問われているんだと思います。 

 ぜひまず、館長だけでなく、名物館員としてご

自分をキャラ立てして売り出していただくのがよ

ろしいかと思いますけど、いかがでしょうか。 

 

Q6.特徴がない図書館の集客方法 

質問者 さっき、図書館のブランディングをする

ときに、図書館のコンセプトを作るということが
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ありましたけど、その図書館の機能というのは、

あまり特徴がないところが結構あるのかなと。あ

と、読書離れというのがあって、なかなか図書館

に来てくれないということがありますので、その

辺も含めて、コンセプトの作り方について何か例

があったらちょっと教えていただけないかなと。 

仁上 福井県には２年ぐらい前に研修講師として

県立図書館におじゃましています。実は福井市に

小学校のとき住んでいたことがあるんですよ。で

すから昔の懐かしい町を歩いてから行ったんです

けど、びっくりするぐらい田んぼの中ですよね。

普通の人が気軽に行ける場所ではないでしょう

（笑）。 

 対して、例えば山梨県では駅前にどんと中央図

書館を作っている。つまりもう立地の時点でどう

いう図書館かというコンセプトが実は入っている

んだと思うんですね。駅の行き帰りに使ってもら

おうという意思があるのか、それとも、そうまで

して来たい人だけ来てくれればいいやという立地。

バスに乗ったり、車に乗ったりでは普通なかなか

行きにくいですよね。 

今のお尋ねはたぶん、もう立地しちゃった状態

で、どれだけ利用者を増やすかとか、認知度を上

げるかという話ですから、かなり狭い範囲の政策

の選択ですよね。よほどのことがないと利用者が

増える状況にはないと思いますよ。これだけイン

ターネットや何やらで情報が手に入る時代にわざ

わざ時間や交通費や、手間暇かけてまで中央館に

行くかという問題です。今、中央館がどこも苦し

くなってきているのは、わざわざ行く理由自体が

なくなってるんじゃないかという、そもそもの話

ですよね。 

 そういうことをいちど徹底的に、例えばグルー

プワークでどうしたらいいのかみたいなことを、

似たような環境の館同士が集まって討論したりし

たらいいと思うんです。それで、こんなやり方が

あるんじゃないかというのを前で発表して、フロ

アのみなさんから、それだったら、こうしたらも

っといい例があるぞというようなことをやられた

らどうですか。館の中に閉じこもって、何かいい

アイデアないかなって、会議室の中で生まれてく

ることはなかなかなさそうな気がします。 

 

Q7.副館長のビミョーな立場 

質問者 本館は昨年11月にオープンして、その際

に、館長をお迎えして、館長を非常勤という形で

していただいております。私、副館長として実務

のほうをしているんですけれども、館長が非常勤

のために、月に２度しかお見えになりません。そ

んな関係で、先ほどの話であるように、館長の名

前は県中の人が承知をしております。副館長は誰

だといったら誰も知らないというような状況の中

で、自分の立場として、館長を立てながら、どう

いうふうに自分のキャラを作っていくのかという

のが非常に難しいところがある。 

 実際は館長がおりますので、私が館長というわ

けにいかないというところですが、会合等は全て

私が館長代理という形で出ております。そういう

中で、館長と副館長のあり方みたいなところで何

かご教授できるような部分がありましたら、よろ

しくお願いします。 

仁上 これは微妙な問題ですね。館長を立てつつ、

副館長のキャラをいかに立てるか。単純に考える

と、競合しないキャラを立てたほうがいいですよ

ね。似たようなキャラでしのぎを削るようになる

と、それは内部の派閥争いにつながるかもしれな

い（笑）。違うと思いますね。館長はこういう方、

この分野を担当。私はこの分野を担当。だからそ

こにうまく線引きさえできれば、どんどんキャラ

を立てて売り込める余地はあると思いますよ。あ

まり遠慮はなさらないほうがいいかなと。 

月に２日ではね、ほとんど実務的にはあんまり

細かい指示出すようなお仕事じゃなくて、顔です

よね。事実上、やっぱり副館長が実権をとってい

らっしゃると思いますので、ぜひ違うキャラで勝

負していただきたいと。いずれそのキャラが発信

されると、ほかのみなさんにも伝わるようになる

と思いますので、楽しみにしたいと思います。 
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Q8.館長の選任のありかたに問題 

質問者 私は館員の立場なんですけれども、最初、

冒頭部に出たみたいに、図書館の館長は、うちは

もう知事部局、ほとんどが知事部局の方が２、３

年で来られるということになっています。ご興味

があって、ご自分からいろいろな団体に飛び込ん

でいかれる方もいらっしゃるんですけど、行きた

くないというのに、さすがに私たちから行ってく

れとは言えないようなところもあるので、何かそ

ういう方に対して、私たち館員がどういうふうに

お願いしたらいいかというようなポイントがあれ

ばですね。 

 でも、ここはたくさんの図書館の館長の方おら

れるんですけど、ほんとに一県民の立場とか、一

グループからすると、すごく館長の名前というの

は大きいんですよね。だからボランティア団体の

方なんかが県立図書館の図書館長の方が挨拶に来

られたら、それだけで、私たちって、何か活動が

認められているんだ、ありがたいわというぐらい、

ほんとうにすごく館長の名前というのは大きいん

ですよ。 

 だから、小まめにいろいろな方と会ってくださ

るとほんとうにうれしいなというのはあるんです。

逆に言えば、残念ながら館長は、恐らくこれから

も２年、３年でかわられると思うんですが、逆に

私たち図書館員、長くいる図書館員が、外部に応

援団を作るとき、そういったときに、どういうと

ころと手を結んだり、自分たちがどういうところ

でキャラづくりを頑張ったらいいかというような

ご提案があったら教えていただけたらと思います。 

仁上 現場の実情はたぶん私よりもみなさんのほ

うがよくご存じだと思うんですね。先ほどの小布

施のような例では、思いつく限りのアイデアはほ

とんど実現し尽くしたんじゃないですか。それぐ

らいすごいバイタリティーだし、地元の支持もあ

ったんでしょうね。 

 ただ問題は、館長は元テレビディレクターです

ね。図書館業界の方じゃないんですよ。だからこ

そできたのかもしれない。うらやましいような、

図書館業界の人間としてはちょっと情けないよう

な感じですよ。あれぐらいのことを図書館界の内

部からやれていなきゃいけなかったんじゃないで

すか。私たちがなかなかやれなかったことを、外

部の人材に先越されちゃった。だから今目立って

いる。アイデア自体はたぶん図書館界のみんなが

ちょっとずつ持っていたものだったと思うんです

ね。要はそれを実現できたかどうかが最後の分か

れ目ですよね。だから小布施をしのぐほど目立つ

図書館は、次はどこかということで、みなさんで

競争されたらいかがでしょうか。 

こういう全国的な集まりの場で、うちはこれだ

けやってみたら、こういう成果が出たと発表しあ

う。今ご質問があったような点を、みんなが実践

して、知恵を持ち寄って、共有していく形に持ち

込めれば、どこの館でももっと実現できるんじゃ

ないかなと思うんですね。 

 小布施の例は明らかに、もう地元の商工農など

ありとあらゆる団体・個人と手を組んでいるじゃ

ないですか。そして東京からも講師を呼ぶ、地元

の長野では、非常勤講師で大学にも行くみたいな。

もう何かやり尽くしているぐらいやっていると思

いますよ。それをどんな形であれ、みなさん、現

場で、自分のところの地元で実践されたらいいと

思いますけど。 

 

まとめ 

 時間がなくなりました。ちょっと強引ですけど、

まとめに入らせてください。 

１．ネックを超える－具体的・現実的・実行可能な案を

作る－ 

利用者のニーズを、さまざまな方法、手段を駆

使して把握するというところがやっぱり必要だと

思います。図書館側が勝手に、一方的にコンセプ

トを作って、これでどうだという世界ではもとも

とないですよね。利用者のニーズがやっぱりベー

スなんですよ。これを把握する方法を、もっとい

ろいろなところに、細かく網の目を張っておかな

いといけないんじゃないでしょうか。単なる貸出

統計とか、レファレンスの内容を分析するとかい

うだけでは、ちょっと足りないと思いますよ。 
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 明らかになったニーズがあれば、少数だろうが

何だろうが、とにかくそれは全部すくい上げて、

図書館として実現すると。そういう方向に向かっ

て、前向きに検討しないといけないと思います。

これはいいけどあれはだめだねとか、こういう人

は少ししかいないから取り上げなくてもいいじゃ

ないかとか、そんなことを言ってちゃだめだと思

います。少数を全部足したら全部になるわけじゃ

ないですか。小数を切り捨ててはいけないと思い

ます。 

 図書館界の伝統的な思考形態が問題です。何か

新しいことを提案したり、ニュースが来たりする

と、うちではできないという理由を最初に言いま

す。それを言う前にこういうことが必要だと思い

ます。全部実現できない。じゃあ一部分なら実現

できるんじゃないですかというふうに、全部がだ

めなら部分でやってみませんか。いっときに全部

実現しろというのが無理だったら、じゃあ段階的

に、今年はここまで、来年はここまでというふう

に、５か年計画でも10か年計画でも、やったらい

いんじゃないですか。部分的と段階的というこの

２つの考え方さえあれば、すぐできないと言うの

はおかしいだろうということになるはずです。 

 図書館と図書館員の味方づくり戦略として考え

なきゃいけないと思います。利用者のためと言っ

ているのは、実は自分のためですよね。図書館の

ため、図書館員のためなんですよ。ここを外して

しまうと味方が増えないんで、自分たちの地位や

立場も危うくなるというところまで、もう来てい

ると思います。 

 

2．専門職を採用する 

現に私たちは今、大学で司書課程を教えている

んですけども、司書の資格を取ったって、就職口

なんかほとんどないじゃないですか。もう限りな

くゼロに近づいていますね。それはみなさんの図

書館で司書の正職員を採用しないからです。もう

悪循環の泥沼です。それで専門性がないとか言っ

てる場合じゃないじゃないですか。まず採用して

もらいたいんですよ。優秀な学生を司書として、

ちゃんと採用してほしいんです。それがうまく転

がっていけば、Ｗｉｎ－Ｗｉｎで、専門性がどん

どん高まって、研修が充実して、サービスの質が

上がって、利用者の支持も得られて、さらにまた

次の採用につながるというふうに行くと思うんで

すが、今は全く逆のマイナススパイラルにはまっ

てしまっています。 

 

3.結論：図書館（界）の浮沈は館長しだい 

 最後に今日のお話全体のまとめを一言で表現し

てみました。「図書館（界）の浮沈は館長しだい」

(笑)。自分ブランディング検定で１点のほうにマ

ルがついていた方、消極的という判定だった方は、

ここは一念発起、ぜひ何とか５点に向かって頑張

っていただきたいと思います。１年後に各館がど

う進化しているか、楽しみにしております。今日

はここで終わりとさせていただきます。ありがと

うございました。 

（にかみ・こうじ／2013.11.10脱稿） 

 


